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がんば ります！がんば ります！

議会基本条  例施行元年
  各自の目  標とともに

　
議
員
に
求
め
ら
れ
る
事
は
、企
画
力（
政
策
提
言
）、行
動
力

（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）、発
言
力（
デ
ィ
べ
ー
ト
）と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。議
会
も
常
に
向
上
心
を
持
ち
、村
民
の
為
の
政
治
と
は
何

か
を
求
め
つ
つ
、｢

明
る
く
、豊
か
な
村
づ
く
り｣

を
目
指
し
て
議

会
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
思
う
だ
け
で
は
な
く
、願
う
だ
け
で
な
く
、語
る
だ
け
で
な

く
、議
会
が
、今
か
ら
本
気
の一
歩
を
地
域
の
皆
様
の
先
頭
に

立
っ
て
進
む
こ
と
、そ
の一
歩
が
、人
と
ひ
と
を
つ
な
ぎ
、地
域
の

力
に
な
っ
て
い
く
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

津滝 俊幸
副 議 長

　
議
長
に
選
任
さ
れ
、再
度
大
役
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。議
会
は
住
民
と
行
政
の
橋
渡
し
役
で
す
。大
き
な
声
、小

さ
な
声
、声
な
き
声
、す
べ
て
の
声
を
把
握
し
て
、こ
れ
ら
を
代

表
し
て
正
確
に
行
政
に
お
届
け
す
る
の
が
役
目
で
す
。

　
何
を
言
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、議

会
の
責
任
も
重
大
で
す
。行
政
に
対
し
て
批
判
、攻
撃
が
目
的

で
は
な
く
、合
理
的
、効
率
的
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
安
心
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、住
民
の
皆
様
と
行

政
、議
会
が一
体
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

北澤 禎二郎
議　長

篠﨑 久美子
総務社会委員長

美
し
く
永
続
性
の
あ
る
村
づ
く
り

の
た
め
行
政
と
と
も
に
働
き
ま
す
。

住
民
目
線
で
行
政
を
チ
ェッ
ク
。

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
持
っ
た

能
動
的
議
会
へ
。

安
心・安
全
に
生
活
で
き
る
白
馬
村

を
目
指
し
て
、努
力
し
ま
す
。

村
民
の
目
線
で
村
民
の
立
場
で
、

初
心
を
忘
れ
ず
尽
力
し
ま
す
。

人
口
減
少・低
成
長
時
代
の
投
資
先
は
人
。

住
民
の
幸
福
度
ア
ッ
プ
に
ブ
レ
な
い
。

適
時
適
切
な
政
策
提
言
と
、成
果
等
を

厳
し
く
チ
ェッ
ク
が
基
本
姿
勢
で
す
。

２
期
８
年
の
経
験
を
活
か
し
、行
政
の

チ
ェッ
ク
と
皆
様
の
声
を
届
け
ま
す
。

村
ご
と
運
動
公
園
を
目
指
し

ま
す
。

住
民
の
声
を
生
か
し
、若
者
に
夢
を・

お
年
寄
り
に
生
き
が
い
を
村
政
へ
。

村
営
バ
ス
、複
合
図
書
館
、給
食
費

無
償
化
等
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

総
務
社
会
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

4年間の議員  活動がスタート

丸山 勇太郎
総務社会副委員長

加藤 亮輔
総務社会委員

田中　榮一
議会運営委員長

横田 孝穂
総務社会委員

太田 伸子
議会運営副委員長

松本 喜美人
監査員

田中 麻乃
産業経済副委員長

太田 正治
産業経済委員長

伊藤 まゆみ
議会報委員長

※左ページが総務社会委員会、右ページが産業経済委員会のメンバーです。
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4年間の議員  活動がスタート

丸山 勇太郎
総務社会副委員長

加藤 亮輔
総務社会委員

田中　榮一
議会運営委員長

横田 孝穂
総務社会委員

太田 伸子
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松本 喜美人
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産業経済副委員長

太田 正治
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※左ページが総務社会委員会、右ページが産業経済委員会のメンバーです。
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６
月
定
例
会 

６
月
７
日
～
16
日

ＦＷＴ
1億500万円など大型補正を可決
（フリーライド・ワールド・ツアー）注に

6月議会では平成28年度の繰越事業の報告や、年度末3月31日に改正された国の法律
に合わせるために、村の条例を変更した報告を受けました。
また、2億859万円の増額補正を可決しました。主な財源は地方創生交付金5000万円、
ＦＷＴ負担金5000万円や交付税措置がある（地方交付税として戻ってくる）3650万円
など国からの交付、負担金が観光課関連の事業に充てられます。道の駅の調査委託料も
1300万円は国からの交付金です。

今回の補正 2億859万円は
主にこんな事業に充てられます

●新・道の駅調査委託料……………………………………… 1600 万円
●ＥＶ自動車イベント委託………………………………………500 万円
●ノルディック・コンバインド　ワールドカップ開催他………800 万円

●バックカントリースキー関連委託料…………………………900 万円
●マウンテンバイク関連委託料……………………………… 1000 万円
　（コース実地調査・市場ニーズ調査）
●ＦＷＴ（フリーライド・ワールド・ツアー）
     実行委員会負担金… ………………………………………1億 500 万円
●トレイルラン実行委員会負担金………………………………250 万円
●グリーン白馬ブランド＆プロモーション負担金………… 1000 万円

●岩岳トンネル、水神宮橋…………………………………… 2800 万円

※�注 FWT は非圧雪、非人口斜面で行われる最先端のスノースポーツ「フリーライド」の世界一を決める大会。昨シーズン 1月
に当村八方池山荘付近をスタートに、アジア初の選手権が開催された。

総 務 課

観 光 課

建 設 課
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産
業
経
済
委
員
会

●�

平
成
29
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
２
億

8
5
9
万
２
千
円
を
追
加
し
、予
算

総
額
を
67
億
6
3
5
9
万
２
千
円
と

す
る
も
の
。

○
農
政
課
関
係

　

農
地
費
の
65
万
3
千
円
の
減

額
は
嘱
託
職
員
の
退
職
の
た
め　

2
1
7
万
６
千
円
の
減
額
と
臨
時
職

員
賃
金
１
名
分
1
5
2
万
3
千
円
の

増
額
に
よ
る
も
の
な
ど
。

○
建
設
課
関
係

　

新
設
改
良
費
道
路
1
9
5
0
万
円

は
村
道
改
良
国
庫
補
助
事
業
予
算
で
、

国
の
交
付
金
内
示
に
よ
る
も
の
で
、実

施
設
計
委
託
料
8
6
0
万
円
の
減
額
、

工
事
請
負
費
2
8
1
0
万
円
の
増
額
。

問
岩
岳
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
現
状

は
。

答
平
成
28
年
度
繰
越
事
業
と
し

て
、水
路
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
工
事
、平
成
29
年
度
予
定
と
し
て
漏

水
防
止
、ト
ン
ネ
ル
前
後
の
舗
装
修

繕
。

○
観
光
課
関
係

・�観
光
総
務
費
15
万
9
千
円
は
嘱
託

職
員
の
報
酬
、
観
光
施
設
整
備
費

5
7
4
万
2
千
円
は
平
地
観
光
施
設

管
理
事
業
と
、地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
費
用
及
び
嘱
託
職
員
報
酬
。

・�観
光
宣
伝
振
興
費
1
億
3
7
3
0
万
５
千

円
は
、観
光
振
興
負
担
金
及
び
業
務
委

託
料
等
。

・�観
光
安
全
浄
化
対
策
費
6
2
9
万
４
千

円
は
、観
光
浄
化
対
策
関
係
団
体
負
担

金
4
5
3
万
６
千
円
及
び
修
繕
費
の

1
7
5
万
８
千
円
。

問
Ｍ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ス
は
ど
の
程
度

費
用
が
か
か
る
の
か
。

答
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
使

用
し
、岩
岳
ゲ
レ
ン
デ
で
２

コ
ー
ス
を
実
施
設
計
委
託
料
と
し
て

7
0
0
万
円
、市
場
ニ
ー
ズ
調
査
に

1
0
0
0
万
円
を
予
定
。

問
昨
年
の
Ｆ
Ｗ
Ｔ
大
会
も
唐
突

で
あ
り
、遭
難
対
策
を
山
岳

関
係
者
と
じ
っ
く
り
詰
め
、こ
と
が

あ
っ
た
時
の
対
応
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
。

答
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
、雪
崩
等
に

対
応
す
る
た
め
ビ
ー
コ
ン
や
エ
ア
バ
ッ

ク
等
の
装
着
推
進
し
、安
全
啓
蒙
を
図

る
こ
と
が
大
切
。事
故
に
対
し
て
の

安
全
対
策
が
出
来
な
け
れ
ば
村
有
地

を
貸
さ
な
い
と
い
う
条
件
。そ
の
こ

と
に
よ
り
推
進
交
付
金
が
採
択
さ
れ

て
い
る
。

▽�
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定

●�

平
成
29
年
度
白
馬
村
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

　
資
本
的
支
出
の
予
定
額
の
補
正
は
、

建
設
改
良
費
に
67
万
９
千
円
は
人
事

異
動
に
よ
る
増
額
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定

●�

陳
情
第
６
号　
新
法「
民
泊
」に
関
す

る
陳
情
書

 

陳
情
者 

　
八
方
尾
根
観
光
協
会
、白
馬
五
竜
観

光
協
会
、白
馬
岩
岳
観
光
協
会
、白
馬

さ
の
さ
か
観
光
協
会

 

要
旨 

　

新
法「
民
泊
」制
定
に
関
す
る
村
条

例
制
定
と
、違
法
宿
泊
業
者
取
締
強
化

を
求
め
る
も
の

問
旅
館
業
法
は
県
の
み
で
村
に

あ
る
の
か
。国
で
既
に
制
定

し
た
法
律
に
反
し
て
村
で
条
例
制
定

が
出
来
る
の
か
。

答
村
に
は
規
制
は
な
い
。法
律

を
逸
脱
す
る
訳
に
は
い
か
な

い
。

 

討
論 

　

白
馬
の
よ
う
に
宿
泊
施
設
の
稼
働

率
の
低
い
観
光
地
で
、民
泊
に
関
す
る

制
限
の
必
要
性
は
理
解
で
き
る
が
、運

用
面
で
省
令
等
が
な
い
の
で
、条
例
制

定
は
法
的
に
難
し
い
。届
出
制
、許
可

制
等
国
の
今
後
の
動
向
な
ど
を
詳
し

く
研
究
し
て
い
き
た
い
。今
回
は
継

続
審
査
に
し
た
い
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
継
続
審

査
に
す
べ
き
も
の
と
決
定

産 

業 

経 

済

「
世
界
N
o
1
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」と

「
通
年
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」を
見
据
え
た
観
光
戦
略
事
業
に
　

～
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
含
め
1
億
3
7
5
0
万
円
の
増
額
～

新たなスキーの魅力発信の起爆剤となるか
　昨シーズン行われたFWT（右ページ最下段※参照）の表彰式
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総 

務 

社 

会

総
務
社
会
委
員
会

●�

平
成
29
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
２
億

8
5
9
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
67
億
6
3
5
9
万
２
千
円
と

す
る
も
の
。

○
総
務
課
関
係

・�国
の
先
導
的
官
民
連
携
支
援
事
業
補

助
金
1
3
0
0
万
円
の
交
付
決
定

を
受
け
て
、道
の
駅
事
業
調
査
費
に

1
6
0
0
万
円
の
増
額
。

・�国
か
ら
の
助
成
金
5
0
0
万
円
を
財

源
と
し
て
、Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）の

イ
ベ
ン
ト
開
催
や
啓
発
を
民
間
に
委

託
す
る
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
委
託

料
の
増
額
な
ど
。

問
昨
年
の
ヤ
フ
ー
の
調
査
結
果

か
ら
道
の
駅
建
設
候
補
地
を

１
カ
所
に
絞
り
込
ん
だ
の
か
。

答
結
果
は
５
カ
所
で
あ
っ
た
が
、

庁
内
検
討
委
員
会
で
デ
ー
タ

を
参
考
に
1
カ
所
に
絞
り
込
ん
だ
。

そ
の
絞
り
込
み
が
、そ
の
中
か
ら
な
の

か
、そ
れ
以
外
の
場
所
な
の
か
は
、現

在
は
答
え
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。問

調
査
事
業
を
含
め
、今
後
の

進
め
方
は
。

答
調
査
は
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
を
予
定
し
て
お
り
、

補
助
金
の
関
係
で
来
年
２
月
末
ま
で

に
調
査
の
成
果
報
告
が
求
め
ら
れ
る

の
で
、こ
れ
に
沿
っ
て
進
め
て
い
き
た

い
。問

新
た
な
道
の
駅
の
建
設
で
、

目
指
す
も
の
は
何
か
。

答
村
長
公
約
で
も
あ
る
が
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
所
、緊

急
避
難
場
所
、お
客
さ
ま
に
よ
っ
て
も

ら
え
る
施
設
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ

と
思
っ
て
い
る
。

問
委
託
料
が
あ
が
っ
て
い
る
Ｅ

Ｖ
ラ
リ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
内
容

と
、主
催
者
は
。

答
イ
ベ
ン
ト
は
９
月
上
旬
に
２

日
間
で
白
馬
47
を
会
場
に
開

催
す
る
予
定
で
、Ｅ
Ｖ
普
及
に
向
け
た

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、試
乗
会
の
開
催
な

ど
と
聞
い
て
い
る
。主
催
は
白
馬
Ｅ

Ｖ
ク
ラ
ブ
。

○
教
育
課
関
係

　

新
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
国
庫
補

助
金
に
つ
い
て
、29
年
度
当
初
予
算

時
の
国
の
示
す
建
築
単
価
と
、実
際

に
発
表
さ
れ
た
建
築
単
価
の
差
額
分

3
4
7
万
８
千
円
を
減
額
。

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
3
階
に
コ
ピ
ー

機
1
台
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、使

用
料
51
万
6
千
円
の
増
額
。

○
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
関
係

　

来
年
２
月
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ン

バ
イ
ン
ド
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催

決
定
を
受
け
た
こ
と
と
、村
内
各
種

ス
キ
ー
大
会
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

の
運
営
補
助
に
か
か
る
臨
時
職
員
賃

金（
６
月
か
ら
３
月
ま
で
）10
カ
月
分

と
し
て
1
4
2
万
９
千
円
を
増
額
。

同
大
会
の
実
行
委
員
会
へ
の
負
担
金

8
0
0
万
円
の
増
額
。

問
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
負
担

金
に
つ
い
て
の
特
定
財
源
の

有
無
、ま
た
、ス
ポ
ン
サ
ー
の
確
保
に

つ
い
て
は
。

答
t
o
t
o
の
補
助
金
は
申
請

時
期
が
過
ぎ
て
い
て
受
け
ら

ず
、特
定
財
源
は
な
い
。ス
ポ
ン
サ
ー

確
保
に
よ
り
資
金
が
集
ま
れ
ば
村
の

負
担
は
減
っ
て
い
く
の
で
、そ
の
方
向

で
調
整
し
て
い
き
た
い
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定

●�

平
成
29
年
度
白
馬
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
45
万
２
千

円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

8
3
1
5
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

　

厚
生
労
働
省
が
導
入
し
た
電
算
処

理
シ
ス
テ
ム
の
基
本
設
定
誤
り
に
よ

り
、保
険
料
の
還
付
や
追
納
が
必
要
と

な
っ
た
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定

7月から店内改装し、集客力アップをはかる道の駅・夢白馬

新
た
な
道
の
駅
建
設
検
討
の
調
査
事
業
に
着
手

国
の
補
助
金
を
含
め
1
6
0
0
万
円
を
増
額
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件　　　　　　　　名 議決結果
白馬村税条例等の一部を改正する条例の専決処分報告について 承認　賛成：全員
白馬村都市計画税条例等の一部を改正する条例の専決処分報告について 承認　賛成：全員
白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分報告について 承認　賛成：全員
白馬村保育料条例の一部を改正する条例の専決処分報告について 承認　賛成：全員
平成２８年度白馬村一般会計補正予算（第８号）の専決処分報告について 承認　賛成：全員
平成２８年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）の専決処分報告について 承認　賛成：全員
平成２８年度白馬村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の専決処分報告について 承認　賛成：全員
平成２８年度白馬村下水道事業特別会計補正予算（第６号）の専決処分報告について 承認　賛成：全員
平成２８年度白馬村農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）の専決処分報告について 承認　賛成：全員
平成２８年度白馬村水道事業会計補正予算（第５号）の専決処分報告について 承認　賛成：全員
平成２９年度白馬村一般会計補正予算（第１号） 可決　賛成：全員
平成２９年度白馬村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決　賛成：全員
平成２９年度白馬村水道事業会計補正予算（第１号） 可決　賛成：全員

追加議案
工事委託に関する協定の締結について 可決　賛成：全員
物品の取得について 可決　賛成：全員
白馬村農業委員会委員の任命について 可決　賛成：全員

議員発議
「テロ等準備罪＝共謀罪」の運用の凍結を求める意見書を政府及び関係行政庁に提出することを求
める意見書（提出者：加藤　賛成者：伊藤）	 	

否決
賛成：伊藤、丸山、田中（麻）

件　　　　　　　　名 議決結果
白馬村副村長定数条例の一部を改正する条例について

可決　反対：伊藤白馬村特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一部を改正する条例について
平成２９年度白馬村一般会計補正予算（第２号）について
白馬村副村長の選任について 承認　反対：伊藤

● 6 月 定 例 会 　 議 決 結 果 ●

提出者 住所 要　　旨 付託委員会 審査結果

八方尾根観光協会 協会長　丸山 和博　
白馬五竜観光協会 協会長　矢口 健治　
白馬岩岳観光協会 協会長　松島 芳明　　
白馬さのさか観光協会 協会長　長沢 政章　

白馬村
新法「民泊」に関する陳情
要旨は、新法「民泊」制定に関する
村条例制定と違法宿泊業者取締強化

産業経済委員会 継続審査
賛成：全員

● 陳 情 等 文 書 ●

●第 3回臨時会（ 7月 5日）　議決結果●

　　　「テロ等準備罪＝共謀罪」の運用の凍結を求める意見書（案）　発 議

議 

決 

結 

果

　共謀罪法案は国会に提出される前から、市民の人権や自
由を広く侵害するおそれが強く、憲法違反ではないかと多
くの人が不安と疑念を感じている。
　国会審議を通しても疑問が解消できず、世論調査では

77.2％の人が、政府の説明は不十分と答えている。
　主権者である国民の疑問が解決していない中での強行採
決は到底認められない。しっかり国民に説明し、納得できる
まで共謀罪法の運用は凍結すべき。

趣旨説明　【加藤亮輔議員】

副村長定数条例一部改正について質 疑

副村長を二人にする理由として、質の高い住民サービス
を実現するためとの事だが、具体的な説明を。

社会経済の施策の把握、分析、立案能力を有し、法律にも
精通した人材を希望。具体的には、地域を巻き込めるコミュ
ニケーション能力、一次産業と三次産業をつなげ、インバウ
ンドによる外貨獲得の恩恵が受けられる取り組みを希望。

職務内容は、集落内の移住者や外国人と旧来の住民間の
コミュニティーの形成、大規模開発の規制や景観の維持、環
境整備、観光エリアと農村集落エリアのゾーニング等。
職務は、地方創生担当、国での経験と知恵を生かした各課

の課題解決、国との折衝。地方創生事務の推進以外の事務
及び村政全般は太田副村長が担当する。

加藤亮輔議員

村長

臨時会を開催　７月５日
去る７月５日に、副村長を新たに迎えるための条例改正等の臨時会を開催しました。
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一般質問 （紙面の都合上、質問者本人が要約し掲載しています）

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

質問内容
・北城南部地区ほ場整備の地権者負担は
・観光局の今後の運営については
・環境の新基準に住民意見の反映は
・病児・病後児保育の取り組み状況は

・平成28年度末の滞納金額は
・固定遊具つき公園の建設再検討予定は
・国土調査事業成果の課税反映は

フォトニュース

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は1問１答方式で、1人
60分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。臨場感ある本会議での傍聴
をお待ちしています。

臨場感ある本会議での傍聴を
お待ちしています。

夏の風物詩？
毎年「海の日」のこの日に、次の週に控える「白馬クロスカントリー大会」開催に向けた草
刈りが行われる。大会関係者、区の役員、行政職員、そして議員も参加し、大会の成功
を願って汗を流す。今年は20回目の記念大会だ。

8白馬議会だより　121号　平成29年 7月31日



【
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
】

問
北
城
南
部
地
区
ほ
場
整
備
事

業
の
対
象
条
件
は
。

答
受
益
面
積
が
10
h
a
以
上

で
、担
い
手
農
地
利
用
集
積

率
が
増
加
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

問
事
業
を
促
進
す
る
に
あ
た
り
、

地
権
者
の
間
で
負
担
金
が
な

い
と
の
意
見
を
聞
く
が
真
実
か
。

答
こ
れ
ま
で
の
ほ
場
整
備
を

行
っ
た
地
区
よ
り
は
負
担
金

は
少
な
い
と
考
え
ま
す
が
、当
然
負
担

金
は
あ
り
ま
す
。し
か
し
、国
へ
の
事

業
採
択
に
向
け
て
書
類
作
成
を
行
っ

て
い
る
段
階
で
あ
り
ま
す
の
で
、負
担

金
の
算
定
額
は
、ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。問

国
の
有
利
な
制
度
が
あ
る
な

ら
ば
、活
用
す
る
こ
と
に
は

歓
迎
す
る
が
、神
城
ほ
場
地
区
の
地
権

者
は
、長
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
区
へ

償
還
金
を
収
め
た
経
緯
が
あ
る
。村

民
に
対
し
て
公
平
に
扱
う
こ
と
の
村

長
の
考
え
は
。

答
神
城
ほ
場
地
区
が
、長
年
償

還
金
を
支
払
っ
た
こ
と
は
承

知
し
て
い
ま
す
。今
回
の
制
度
は
、そ

の
償
還
金
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
有
利

な
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、ぜ
ひ
事
業

を
推
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
農
業
経
営
高
度
化
促
進
事
業

（
促
進
費
）を
受
け
る
た
め
の

条
件
は
。

答
ほ
場
整
備
後
の
担
い
手
へ
の

集
積
率
に
応
じ
て
変
化
し
、

集
積
率
が
85
％
以
上
と
す
る
と
、最
大

の
事
業
費
の
1
2.
5
％
の
促
進
費
の

交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。想
定
さ
れ

る
事
業
費
は
12
億
円
で
あ
り
、補
助
割

合
は
、国
55
％
、県
2
7.
5
％
、地
元

負
担
1
7.
5
％
で
す
。
促
進
費

1
2.
5
％
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
れ
ば
、財
源
的
に
も
大
変
有
利

に
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

答

問 教育課と
子育て支援課の
課長兼務は
マンパワーが足りず
負担を掛けている

【
行
政
組
織
改
正
に
つ
い
て
】

問
教
育
委
員
会
の
3
課
制
に
し

た
行
政
組
織
改
正
の
ポ
イ
ン

ト
は
。答

子
ど
も
に
関
す
る
セ
ク
シ
ョ

ン
を
教
育
委
員
会
部
局
に
一

元
化
し
た
こ
と
で
す
。子
育
て
や
教

育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化・高
度

化
し
、様
々
な
課
題
に
対
す
る
専
門
性

の
強
化
と
関
係
者
の
連
携
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。課
題
を
克
服

す
る
に
は
、思
い
切
っ
た
組
織
改
革

が
必
要
と
考
え
、新
た
な
時
代
に
対

応
で
き
る
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

問
期
待
し
て
い
た
が
、2
課
に

お
い
て
課
長
、係
長
が
兼
務

で
あ
る
こ
と
の
理
由
は
。

答
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
ず
、職

員
に
は
負
担
を
か
け
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
と
改

正
さ
れ
た
が
、ス
ポ
ー
ツ
振

興
部
門・
社
会
教
育
と
文
化
財・
生
涯

学
習・
子
ど
も
会
育
成
会・
青
少
年
健

全
育
成・
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
事

業・
公
民
館・
村
図
書
館
の
事
業
内
容

を
7
名
体
制
で
十
分
か
。

答
只
今
、臨
時
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

北
城
南
部
地
区
ほ
場
整
備
の
地
権
者
負
担
は

算
定
は
ま
だ
で
あ
る
が
、当
然
発
生
す
る

答 問

太田伸子議員

教育委員会の教育課、子育て支援課、生涯学習スポーツ課の３課は
ふれあいセンター3階に‼
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【
観
光
推
進
事
業
と
観
光
局
】

問
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金

対
象
事
業
に
認
め
ら
れ
た「
世

界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、

通
年
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
見
据

え
た
観
光
促
進
事
業
」の
内
容
と
効
果
、

予
算
は
。

答
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

国
際
大
会（
F
W
T
）の
開
催
、

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
の
環
境
整
備
と
し
て
コ
ー

ス
整
備
、案
内
表
示
、事
業
者
誘
致
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
実
施
。総
額

1
億
3
5
0
0
万
円
、う
ち
国
の
交
付

金
5
0
0
0
万
円
、F
W
T
事
務
局
の

負
担
金
5
0
0
0
万
円
、残
り
は
一
般

財
源
。観
光
の
通
年
平
準
化
で
収
入
と

雇
用
の
安
定
を
期
待
、併
せ
て
関
連
産

業
の
起
業
や
事
業
拡
大
、人
材
育
成
を

す
る
。問

事
業
推
進
に
お
い
て
観
光
局

の
役
割
は
。

答
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
主
導
、地
域
受
け
入

れ
態
勢
の
整
備
な
ど
。

問
観
光
局
は
地
域
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候

補
法
人
と
し
て
1
年
目
だ
が
、

財
政
面
も
含
め
今
後
の
運
営
に
つ
い

て
は
。答

国
内
外
観
光
客
へ
の
積
極
的

な
観
光
事
業
の
推
進
を
し
て

い
く
。会
員
は
13
期
で
は
22
件
加
入
す

る
も
17
件
が
廃
業
す
る
な
ど
で
、現
状

の
財
政
状
態
で
は
3
年
後
に
局
は
存

在
し
得
な
い
事
態
。手
数
料
収
入
な
ど

を
含
め
財
源
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ

り
、村
の
委
託
事
業
以
外
の
事
業
運
営

に
つ
い
て
研
究
し
つ
つ
あ
る
。

答

問 予定する教育振興
基本計画の状況は
村教育大綱の見直しも
含め方針を策定

【
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
な
ど
】

問
両
小
学
校
で
の
信
州
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
導
入

へ
の
予
定
、期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

答
5
月
下
旬
に
学
校
運
営
協
議

会
を
発
足
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
支
援
を
お
願
い
し
て
い
く
。学

校
と
地
域
が
繋
が
る
こ
と
で
地
域
全

体
の
活
性
化
の
一
端
も
担
う
効
果
が

望
め
る
。

問
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

役
割
は
。

答
小
学
校
で
は
学
習
支
援
、キ
ャ

リ
ア
教
育
支
援
、施
設
環
境
に

関
す
る
支
援
、児
童
の
安
全
確
保
の
支

援
、行
事
支
援
が
望
ま
れ
て
い
る
。

問
北
小
に
設
置
さ
れ
た
通
級
指

導
教
室
の
内
容
、効
果
は
。

答
L
D
注
１
や
A
D
H
D
注
２
等
の

児
童
を
対
象
、白
馬
、小
谷
エ

リ
ア
が
範
囲
。障
害
に
よ
る
学
習
上
や

生
活
上
の
困
難
の
改
善
、克
服
を
目
的

に
指
導
す
る
。個
別
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

き
め
細
か
い
指
導
が
で
き
、教
職
員
の

知
識
や
支
援
力
向
上
も
期
待
で
き
る
。

答

問 外来植物の
駆除については
6 月中に関係者と
駆除体制を検討

【
外
来
植
物
の
状
況
と
対
策
】

問
外
来
植
物
の
状
況
と
駆
除
対

策
は
。

答
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
は

有
志
団
体
に
よ
る
駆
除
が
平

成
12
年
ご
ろ
か
ら
続
き
、目
立
た
な
く

な
っ
て
い
る
。観
光
地
と
し
て
景
観
形

成
上
も
重
要
な
問
題
が
あ
り
、６
月
中

に
関
係
者
の
打
ち
合
わ
せ
会
議
を
行

い
検
討
す
る
。

問
山
岳
地
帯
の
状
況
は
。住
民

へ
の
啓
発
は
。

答
八
方
自
然
研
究
路
で
は
マ
ッ

ト
使
用
で
種
の
侵
入
を
防
い

で
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、固
有
の
高

山
植
物
を
駆
逐
す
る
状
況
は
見
受
け

ら
れ
な
い
。今
後
、多
く
の
方
に
駆
除

活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め

た
い
。

観
光
局
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は

現
状
の
財
政
で
は
３
年
後
に
存
在
で
き
な
い

答 問

篠﨑久美子議員

特定外来生物に指定されているオオキンケイギク。
村内でも急速に繁殖が広がっている

＊�

注
1　

L
D
と
は
学
習
障
害
、

　

注
2　

�

A
D
H
D
と
は
注
意
欠
陥

多
動
性
障
害
の
略　
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【
総
合
戦
略
、

新
・
道
の
駅
計
画
に
つ
い
て
】

問
環
境
審
議
会
へ
の
諮
問
は「
総

合
戦
略
の
中
で
生
産
年
齢
人

口
の
増
加
を
図
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

諮
問
し
て
い
る
」と
答
弁
。今
回
の
答

申
を
受
け
い
つ
ま
で
に
基
準
を
作
成

予
定
か
。

答
素
案
が
示
せ
る
段
階
に
な
っ

た
ら
、環
境
審
議
会
、議
会
、住

民
、事
業
者
へ
の
周
知
期
間
を
経
て
、

来
年
度
に
は
新
基
準
を
適
用
し
た
い
。

問
住
民
が
基
準
に
対
し
て
意
見

を
述
べ
る
の
は
可
能
か
。

答
個
々
の
意
見
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
。

問
「
新・道
の
駅
」の
場
所
は
ど
の

よ
う
に
絞
り
込
ま
れ
て
い
る

か
。ま
た
進
捗
状
況・
今
後
の
建
設
予

定
は
。答

当
村
を
訪
れ
る
観
光
客
、訪

日
外
国
人
の
分
布
を
デ
ー
タ

化
。5
つ
の
候
補
地
に
絞
り
込
ん
だ

結
果
報
告
書
を
参
考
に
庁
内
検
討
委

員
会
で
1
カ
所
に
選
定
。国
交
省
の

官
民
連
携
支
援
事
業
に
応
募
し
採
択
。

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、官
民
連
携
の

注
P
P
P・P
F
I
手
法
を
活
用
す
る

方
針
。

問
平
成
28
年
度
の
総
合
戦
略
の

評
価
検
証
は
い
つ
ど
の
よ
う

に
発
表
さ
れ
る
か
。

答
平
成
第
28
年
策
定
し
た
5
次

総
合
計
画
に
、そ
れ
ま
で
な

か
っ
た
目
標
値
を
設
定
。総
合
計
画
と

戦
略
の
策
定
時
期
が
一
部
重
複
し
、両

者
と
も
Ｐ
Ｄ
Ｃ
A
サ
イ
ク
ル
を
展
開

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。6
月
定
例

会
後
検
証
作
業
に
入
り
、発
表
は
本
年

度
中
を
目
安
に
し
て
い
る
。

答

問 公共交通の充実が
必要不可欠では
赤字負担が課題で、
議論が必要

【
公
共
交
通
に
つ
い
て
】

問
高
齢
者
が
免
許
証
返
納
す
る

に
あ
た
り
足
の
確
保
が
必
要
。

遠
隔
地
か
ら
の
通
学
が
不
便
で
危
な

い
た
め
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
要
望
も

強
い
。公
共
交
通
の
充
実
が
必
要
不
可

欠
で
は
。

答
赤
字
負
担
が
課
題
。新
た
な

交
通
政
策
に
取
り
組
む
場
合

は
、気
運
の
高
ま
り
や
ル
ー
ト
計
画
、

資
金
計
画
、赤
字
負
担
の
限
度
額
の
設

定
な
ど
議
論
を
重
ね
る
こ
と
が
必
要
。

問
平
成
29
年
度
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
事
業
費
は
年
間

1
2
0
0
万
円
、ナ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
は
冬
期
の
み
の
運
行
に
も
か
か
わ

ら
ず
1
3
0
0
万
円
。
住
民
福
祉
よ

り
、観
光
客
の
利
便
性
に
税
金
が
使
わ

れ
て
い
る
と
見
ら
れ
て
も
仕
方
な
い
が
。

答
観
光
事
業
も
広
い
意
味
で
の

福
祉
で
、そ
こ
に
お
金
を
使
っ

て
い
る
と
い
う
解
釈
。

問
交
流
の
あ
る
富
山
県
朝
日
町

で
は
一
般
会
計
の
5
%
を
公

共
交
通
に
充
て
て
い
る
。当
村
に
換
算

す
れ
ば
2
5
0
0
〜
3
0
0
0
万
円

位
に
な
る
。乗
車
予
定
を
伝
え
る
こ
と

も
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
だ
。当
村
で

も
可
能
で
は
。

答
実
証
実
験
結
果
で
現
在
の
形

態
に
し
て
い
る
。答

問 返礼品の個人情報
の扱いはどこに
県など、扱いが違うた
め研究が必要

【
予
算
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
】

問
返
礼
品
ご
と
の
件
数
を
聞
い

た
ら
、個
人
情
報
だ
か
ら
出
せ

る
か
分
ら
な
い
と
の
回
答
。黒
塗
り
し

た
書
類
を
提
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は
ど
こ
に
書

い
て
あ
る
の
か
。

答
自
治
体
や
県
で
、ふ
る
さ
と
納

税
の
個
人
情
報
の
扱
い
判
断

が
違
う
。研
究
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

環
境
の
新
基
準
に
住
民
意
見
の
反
映
は

個
々
の
意
見
の
扱
い
は
考
え
て
い
な
い

答 問

伊藤まゆみ議員

手を挙げればどこでも乗れるという
融通の効く、使い勝手のいいバスだ。
上から 10 人乗り、14 人乗り、
33 人乗り（車いすにも対応）

富山県朝日町

※
注　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は

公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
、
運
営
等

を
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
な
ど
を
活

用
し
て
行
う
手
法
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【
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
】

問
未
満
児
保
育
児
の
受
け
入
れ

態
勢
と
冬
季
の
申
し
込
み
、入

所
数
は
。

答
保
育
士
を
増
員
し
、1
室
を
未

満
児
用
に
変
更
し
、現
在
38
名

が
利
用
。12
月
～
3
月
の
冬
季
間
は
、

現
在
55
名
の
希
望
者
が
あ
り
、11
月
に

入
所
判
定
員
会
を
開
催
し
、最
大
で
51

名
ま
で
可
能
。ま
た
増
加
傾
向
の
未
満

児
の
た
め
、公
共
施
設
を
利
用
し
て
小

規
模
保
育
施
設
の
整
備
調
査
を
行
い
、

増
築
等
を
考
え
て
い
る
。

問
自
営
業
者
は
労
働
時
間
と
待

機
時
間
が
区
別
で
き
な
い
、こ

の
時
間
も
入
所
基
準
の
時
間
に
認
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
ひ
と
月
64
時
間
以
上
の
労
働

を
常
態
す
る
こ
と
が
基
本
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
自
営
業
者
も
同
じ

に
み
て
い
る
。提
出
書
類
、聞
き
取
り

な
ど
で
決
め
る
。

問
入
園
希
望
者
が
月
64
時
間
労

働
の
場
合
、す
べ
て
受
け
入
れ

る
の
か
、そ
れ
と
も
施
設
等
の
関
係
で

断
る
の
か
、基
本
的
な
考
え
方
は
。

答
法
の
趣
旨
か
ら
い
け
ば
預
か

る
の
が
基
本
。今
冬
は
1
才

児
22
名
、2
才
児
23
名
が
希
望
者
全
員

入
園
。0
才
児
は
、希
望
者
10
名
の
内

4
名
で
、希
望
に
添
え
な
い
状
況
。

問
一
時
保
育
の
保
育
指
針
と
内

容
は
。

答
保
護
者
の
疾
病・
就
労・
冠
婚

葬
祭
な
ど
の
理
由
か
ら
保
育

出
来
な
い
、10
ケ
月
か
ら
就
学
前
の
児

童
を
預
か
り
、季
節
に
合
わ
せ
た
制
作

活
動
と
お
も
ち
ゃ
、園
庭
遊
び
等
。保

育
園
の
未
満
児
と
同
じ
様
に
過
ご
し

て
い
る
。

問
利
用
理
由
に
保
護
者
の
趣
味

や
ス
ポ
ー
ツ
等
、保
育
軽
減
の

た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
も
可
能

か
。答

保
育
の
ス
ト
レ
ス
、息
抜
き
等

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
も
必
要
な
の

で
利
用
で
き
る
。

答

問 重要伝統的建造
物群保存地区の
整備計画は
未施工の建物、
神社の本殿等の修復を

【
青
鬼
地
区
の
保
存
と
活
性
化

に
つ
い
て
】

問
地
区
住
民
と
の
同
意
の
も
と

で
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区（
重
伝
建
地
区
）を
観
光
資
源

と
し
て
活
用
し
て
は
。

答
重
伝
建
地
区
の
価
値
を
実
感

し
て
も
ら
う
観
光
は
必
要
と

考
え
る
。し
か
し
、地
域
の
生
業
や
生

活
習
慣
を
阻
害
す
る
観
光
は
、地
区
の

歴
史
的
風
致
を
損
ね
、農
村
景
観
の
俗

化
を
招
く
。規
制
し
て
住
民
と
観
光
客

の
思
い
を
両
立
さ
せ
る
、良
質
な
観
光

地
振
興
を
図
る
。

問
青
鬼
の
保
存
と
活
性
化
に
つ

い
て
は
、後
継
者
問
題
と
観
光

客
が
い
な
が
ら
区
域
内
で
お
金
が
回

ら
な
い
の
が
問
題
。お
善
鬼
の
館
を
活

用
し
て
、紫
米
の
お
に
ぎ
り
、加
工
品

の
販
売
。ま
た
、重
伝
建
施
設
を
所
有

者
の
了
解
の
う
え
、宿
泊
施
設
に
活
用

し
て
は
。徳
島
県
三
好
町
の
重
伝
建
施

設
は
、
28
年
度
2
5
0
0
人
利
用
、

3
0
0
0
万
円
売
り
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
事
業
を
青
鬼
区
の
人
と
相

談
し
て
は
。

答
今
年
か
ら
集
落
支
援
員
が
加

工
品
の
販
売
を
始
め
た
。棚

田
目
的
で
お
善
鬼
の
館
は
素
通
り
。重

伝
建
地
区
は
重
要
な
観
光
資
源
で
あ

り
、模
索
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
。

病
児
・
病
後
児
保
育
の
取
り
組
み
状
況
は

北
ア
広
域
連
合
を
主
体
に
考
え
て
い
る

答 問

加藤亮輔議員

お善鬼の館を青鬼地区の情報発信基地に育てよう。

12白馬議会だより　121号　平成29年 7月31日



【
村
税
及
び
上
下
水
道
料
金
の

滞
納
金
額
に
つ
い
て
】

問
平
成
28
年
度
末
の
現
年
分
並

び
に
滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て

の
各
未
収
金
額
や
徴
収
率
は
。

答
村
税
で
は
4
億
8
7
1
1
万

円
、
徴
収
率
は
現
年
分

9
7.
6
％
、
滞
納
分
を
加
え
て

7
5.
3
％
。水
道
使
用
料
の
未
収
金

は
2
9
2
4
万
円
・

収
納
率

9
0.
6
％
。ま
た
、下
水
道
使
用
料
は

現
年
分
が
3
6
5
万
円
・
収
納
率

9
8.
1
％
、滞
納
繰
越
が
7
5
8
万

円・収
納
率
3
1.
6
％
。

問
差
し
押
さ
え
や
、そ
の
換
価
処

分
状
況
は
。

答
村
税
で
は
、滞
納
者
の
給
与
、

賃
借
料
、不
動
産
や
動
産
の
公

売
等
で
換
価
し
た
金
額
は
1
8
6
4
万

円
。上
下
水
道
使
用
料
で
は
27
年
度
に

給
料
の
差
し
押
さ
え
を
実
施
。そ
れ
以

外
は
督
促
・
催
告
状
、給
水
停
止
通
知

の
発
送
、給
付
相
談
の
実
施
に
よ
る
分

納
誓
約
な
ど
。

問
今
後
の
徴
収
業
務
の
取
組
に

つ
い
て
は
。

答
村
税
等
滞
納
整
理
基
本
方
針

を
定
め
、税
務
課
、上
下
水
道

課
の
両
課
で
未
収
金
対
象
者
の
情
報

を
共
有
し
、連
携
し
た
徴
収
業
務
を
進

め
る
。ま
た
、平
成
30
年
よ
り
給
与
所

得
者
は
長
野
県
下
一
斉
に
住
民
税
が

原
則
特
別
徴
収
と
な
る
こ
と
か
ら
、県

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む
。更
に
、

納
付
に
つ
い
て
は
口
座
振
替
を
推
進

し
、コ
ン
ビ
ニ
収
納
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
収

納
は
、課
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
が
、

一
元
的
に
お
こ
な
え
る
よ
う
検
討
す
る
。

問
28
年
度
の
不
納
欠
損
処
理
は
。

答
村
税
で
約
6
6
9
5
万
円
、上
下

水
道
料
で
約
40
万
円
を
予
定
。

答

問 特産品への
補助金効果は
ゆくゆく、特産品に
なれば補助金の効果は
ある。

【
特
産
品
開
発
に
つ
い
て
】

問
特
産
品
開
発
等
活
動
事
業
の

補
助
さ
れ
る
交
付
金
に
つ
い

て
、過
去
4
年
間
に
利
用
し
た
事
業
者

数
及
び
年
度
ご
と
の
金
額
は
。ま
た
、

同
一
事
業
者
の
複
数
年
利
用
は
。

答
25
年
度
6
団
体
2
0
8
万
円
、

26
年
度
4
団
体
1
1
6
万
円
、

27
年
度
4
団
体
1
6
1
万
円
、28
年
度

2
5
5
万
円
。同
一
事
業
者
の
複
数
年

利
用
は
6
団
体
。

問
主
な
事
業
内
容
と
検
証
結
果

は
。

答
陸
わ
さ
び
、ほ
お
ず
き
、行
者

に
ん
に
く
の
栽
培
や
加
工
、味

噌
や
ビ
ー
ル
の
製
造
が
主
な
も
の
。特

産
品
開
発
補
助
事
業
効
果
調
書
に
よ

り
、各
団
体
へ
現
地
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
、栽
培
面
積
や
収
量
、売
上

も
上
っ
て
い
る
。

問
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
。

答
毎
年
申
請
交
付
さ
れ
た
事
業

の
検
証
と
、更
に
は
申
請
時
に

今
後
5
年
程
度
の
計
画
や
目
標
な
ど

説
明
が
必
要
。交
付
要
綱
の
見
直
し
も

含
め
適
正
に
事
務
執
行
に
努
め
る
。

答

問 人手や人材不足に
ついての認識は
観光事業者を中心に
苦慮していると聞く

【
人
手
や
人
材
不
足
と
雇
用
に

つ
い
て
】

問
人
手
や
人
材
不
足
へ
の
対
応

は
。

答
有
効
求
人
倍
率
は
季
節
変
動

が
大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。

労
働
力
の
流
失
防
止
や
移
住
定
住
の

促
進
、民
間・
企
業
関
の
連
携
協
定
、更

に
は
、そ
れ
ら
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
機
関
の
設
置
な
ど
、行
政
と
し
て

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

問
事
業
者
な
ど
へ
補
助
事
業
を

活
用
し
た
、65
歳
以
上
74
歳
ま

で
の
経
験
豊
か
な
人
材
の
再
雇
用
を

行
政
側
か
ら
働
き
か
け
る
考
え
は
。

答
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

平
成
28
年
度
末
の
滞
納
金
額
は

総
額
約
５
億
２
４
０
０
万
円

答 問

津滝俊幸議員

補助事業の食用ほおずき（左）と陸わさび（右）
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【
固
定
遊
具
付
き
公
園
の
建
設

再
検
討
に
つ
い
て
】

問
2
0
1
3
年
12
月
に
、村
内

に
固
定
遊
具
つ
き
公
園
の
建

設
を
求
め
る
住
民
有
志
の
会
が
、要
望

書
と
1
3
3
6
筆
に
も
お
よ
ぶ
署
名

を
村
へ
提
出
し
た
。そ
の
後
の
村
の

対
応
は
。

答
固
定
遊
具
の
設
置
に
つ
い
て

は
、充
分
と
は
言
え
な
い
ま

で
も
平
成
26
年
度
に
は
子
育
て
支
援

ル
ー
ム
に
遊
具
を
設
置
し
、少
し
ず
つ

要
望
に
応
え
て
い
る
。

問
各
年
齢
に
適
し
た
遊
具
を
備

え
た
公
園
と
い
う
の
は
、村

が
掲
げ
る「
子
育
て
」と「
教
育
」の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

と
い
っ
た
村
の
姿
勢
か
ら
も
重
要
だ

と
考
え
る
が
、具
体
的
に
建
設
す
る
予

定
は
な
い
の
か
。

答
厳
し
い
財
政
の
中
で
は
あ
る

が
、村
の
子
育
て
の
た
め
に

何
が
大
事
で
あ
る
か
勘
案
し
な
が
ら

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
大
出
公
園
計
画
か
ら
す
で
に

10
年
経
過
し
、こ
れ
だ
け
固

定
遊
具
付
き
公
園
を
求
め
る
声
が
大

き
い
中
で
、都
市
公
園
で
あ
る
大
出
公

園
へ
の
遊
具
設
置
再
検
討
は
な
い
の

か
。答

村
内
の
都
市
公
園
は
大
出
公

園
の
み
で
あ
る
が
、景
観
を

楽
し
む
公
園
の
た
め
遊
具
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。当
面
は
グ
リ
ー
ン
ス

ポ
ー
ツ
の
森
や
支
援
ル
ー
ム
な
ど
既

存
の
施
設
で
対
応
し
て
い
た
だ
き
た

い
。問

お
母
さ
ん
た
ち
が
望
む
公
園

と
い
う
の
は
幼
児
か
ら
児
童

の
幅
広
い
年
齢
が
遊
べ
る
、兄
弟
が
い

る
家
庭
で
も
楽
し
め
る
公
園
で
あ
る
。

既
存
施
設
で
の
対
応
と
な
れ
ば
既
存

施
設
の
遊
具
を
も
っ
と
幅
広
い
年
齢

に
対
応
可
能
に
す
る
た
め
設
置
す
べ

き
で
は
。

答
必
要
性
は
充
分
認
識
し
て
い

る
の
で
、検
討
し
て
い
き
た

い
。

答

問 全天候型施設の
整備予定は
道の駅を含めた
複合型施設として検討

【
雨
の
日
対
策
の
屋
内
施
設
の

検
討
に
つ
い
て
】

問
白
馬
村
子
ど
も・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
中
で「
白
馬
村
の
子
育
て
の
環
境
や

支
援
へ
の
要
望
」と
し
て
雨
の
日
、雪

の
日
に
遊
べ
る
施
設
整
備
が
一
番
多

い
結
果
で
あ
る
。こ
の
結
果
を
受
け

て
村
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い

る
の
か
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
大
規
模

施
設
の
要
望
か
と
考
え
て
い

る
。現
段
階
で
は
具
体
的
な
整
備
は

行
な
っ
て
い
な
い
。

問
同
じ
雪
国
で
あ
る
新
潟
県
長

岡
市
で
は
、都
市
公
園
の
中

に
全
天
候
型
の
広
場
と
子
育
て
支
援

施
設
を
一
体
に
整
備
し
た
公
園
を
実

現
。財
源
は
横
断
的
に
交
付
金
を
う

ま
く
使
い
確
保
し
て
い
る
。村
で
も

工
夫
し
検
討
し
て
は
。

答
自
主
財
源
が
少
な
い
中
で
事

業
を
進
め
て
い
く
上
で
は
、

色
々
な
交
付
金
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、庁
内
で
も
横
断
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
は
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
公
園
の
よ
う
な
福
祉
施
設
に

お
け
る
民
間
業
者
と
の
連
携

に
よ
る
収
益
向
上
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
P
P
P
・
P
F
I
方
式
注
・

指
定
管
理
者
制
度
の
中
で

対
応
可
能
と
考
え
て
い
る
。

固
定
遊
具
つ
き
公
園
の
建
設
再
検
討
予
定
は

当
分
は
既
存
施
設
で
の
対
応
を

答 問

（写真参考）長岡市子育ての駅てくてく：
全天候型施設を整備した都市公園。

（こそだてのえきfacebookページより）

田中麻乃議員

※
注　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は

公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
、
運
営
等

を
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
な
ど
を
活

用
し
て
行
う
手
法
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【
国
土
調
査
事
業
（
略
称
「
国

調
」）
と
村
道
認
定
事
業
】

問
国
調
の
実
績
と
見
通
し
、道

路
内
民
地
の
扱
い
。村
道
確

定
事
業
の
基
本
方
針
と
和
田
野
か
ら

始
め
た
理
由
は
。

答
昭
和
63
年
に
神
城
南
部
か

ら
始
め
て
進
捗
率
60
％
。

現
状
終
わ
り
は
見
通
せ
な
い
。
道
路

内
民
地
は
非
課
税
扱
い
と
し
寄
付
を

お
願
い
し
て
い
る
。
村
道
確
定
事
業

は
未
登
記
道
路
敷
を
確
定
し
寄
付
を

頂
く
。
和
田
野
は
外
国
人
取
引
が
増

え
、
立
ち
合
い
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
。問

国
調
の
第
一
目
的
は
適
正
な

賦
課
徴
収
。課
税
反
映
は
全
村
が
終

わ
っ
て
か
ら
と
い
う
約
束
は
間
違
い
。

半
世
紀
も
課
税
反
映
さ
せ
な
い
の
は

如
何
な
も
の
か
。

答
庁
内
で
も
以
前
よ
り
問
題

視
し
て
い
る
。
課
税
公
平

性
の
大
原
則
は
承
知
し
て
い
る
。
住

民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必
要
。
庁
内

検
討
す
る
。

問
分
筆・合
筆
が
あ
っ
た
場
合
、

面
積
が
減
っ
た
場
合
は
即
課

税
。そ
れ
が
な
か
っ
た
土
地
は
旧
面

積
。そ
の
方
が
不
公
平
で
は
。

答
30
年
前
は
納
税
者
に
有
利

な
点
だ
け
考
慮
し
た
。

問
30
年
や
っ
て
全
体
の
60
％
。

ま
だ
20
年
か
か
る
。30
年
間

と
い
う
当
初
の
約
束
は
果
た
し
た
し

誰
も
損
は
し
な
い
。間
違
っ
た
約
束

は
改
め
る
べ
き
。平
成
年
間
を
区
切

り
と
し
て
は
。

答
庁
内
検
討
し
対
応
す
る
。

問
村
道
確
定
事
業
は
明
ら
か
に

説
明
不
足
。３
年
前
の
説
明

会
出
席
者
は
た
っ
た
数
名
。

答
説
明
不
足
を
ど
う
す
る
か

課
内
検
討
す
る
。

v

答

問 真っ黒な建物で色彩
計画が台無しでは
主に外国人が届け出せ
ずにやっている

【
色
彩
計
画
に
つ
い
て
】

問
真
っ
黒
な
建
物
が
次
々
出
現

し
、こ
の
ま
ま
で
は「
ま
ち
づ

く
り
環
境
色
彩
計
画
」が
ダ
メ
に
な
る

と
思
う
が
。

答
外
国
人
が
届
け
出
し
な
い

で
や
っ
て
い
る
。
指
摘
が

あ
っ
た
場
合
は
改
善
の
お
願
い
を

し
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
等
発
行
し
て

い
る
が
効
果
は
な
い
。

問
「
も
て
な
し
の
し
つ
ら
え
」は

増
刷
し
た
か
。

答
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
で
対
応
し

て
い
る
。

問
し
っ
か
り
色
合
い
が
出
せ
る

印
刷
で
追
加
作
成
を
。

答
冊
子
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
守
ら
れ
る
の
か
は
別
だ

が
、
来
年
度
以
降
は
予
算
を
確
保

し
、
で
き
る
こ
と
は
一
生
懸
命
取
り

組
む
。

問
い
ま
や
計
画
が
忘
れ
ら
れ
て

い
る
。外
国
人
に
は
ご
み
の

出
し
方
や
マ
ナ
ー
等
も
含
め
て
、村
政

要
覧
の
よ
う
に
村
の
理
念
を
写
真
付

き
で
啓
蒙
し
て
は
。

答
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
等
で
は

や
っ
て
い
る
。

問
外
国
人
が
ル
ー
ル
を
知
ら
ず

に
建
物
を
好
き
放
題
に
改
築

し
て
い
る
。景
観
パ
ト
ロ
ー
ル
は
し

て
い
る
か
。

答
定
期
的
に
は
や
っ
て
い
な

い
。

問
真
っ
黒
な
建
物
を
こ
れ
以
上

増
や
し
て
は
な
ら
な
い
。塗

替
え
補
助
金
の
復
活
は
。

答
根
幹
施
策
で
あ
り
十
分
検

討
す
る
。

問
村
内
塗
装
業
者
へ
の
説
明
会

は
。

答
検
討
す
る
。

国
土
調
査
事
業
成
果
の
課
税
反
映
は

原
則
は
承
知
だ
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必
要

答 問

指針から外れた真っ黒な建物の事例
多くは外国人が買い取った建物で行われている

色彩計画普及のための冊子『もてなしのしつらえ』
これなくして普及は図れない

丸山勇太郎議員
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<特
に
重
点
を
置
き
た
い
テ
ー
マ
>

1
．広
域
化
を
目
前
に
控
え
た
ご
み
処
理
問
題

2
．�観
光
複
合
施
設
、文
化
複
合
施
設（
図
書
館
）の
在

り
方

3
．環
境
・
景
観
に
関
わ
る
条
例
、規
則
、要
綱
見
直
し

4
．総
合
戦
略
に
基
づ
く
移
住
・
定
住
問
題

5
．社
会
福
祉
全
般（
子
育
て
、介
護
、弱
者
支
援
な
ど
）

※�
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、研
修
等
を
し
な
が
ら
委
員
会
と
し
て

課
題
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

<委
員
会
運
営
に
つ
い
て
>

1
．閉
会
中
も
含
め
た
委
員
会
の
定
例
開
催

※�

テ
ー
マ
を
決
め
て
月
1
回
以
上
、委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

2
．自
由
討
議
の
実
現

※�

予
め
議
会
運
営
委
員
会
及
び
全
員
協
議
会
で
の
ル
ー
ル

づ
く
り
を
前
提
に
、委
員
会
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

3
．�テ
ー
マ
を
持
っ
た
視

察
・
研
修
の
実
施

※�

視
察
は
、村
外
は
も
ち
ろ

ん
、ま
ず
は
村
内
を
よ
く

見
て
歩
き
ま
す
。
座
学
も

含
め
、重
点
テ
ー
マ
に
関

連
し
た
研
修
を
行
い
ま
す
。

4
．�委
員
会
所
管
課
が
関

係
す
る
機
関
・
団
体
と

の
意
見
交
換
会

※�

特
に
、教
育
委
員
会（
3
校

校
長
等
を
含
め
て
）・
民
生

児
童
委
員
会
と
は
、
必
ず

年
度
内
1
回
は
行
い
、
今

年
度
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
も
行
う
予
定
で
す
。

委
員
会
活
動

議会改選を経て、新たなメンバーにより各常任会委員会がスタートしました。
議会基本条例施行元年に当たる今期、次のような取り組みを考えています。

テーマを決めて月１回は委員会を開催
総務社会委員会

　政策提言につながる調査・研究を
産業経済委員会

【事前告知】
村民の皆様と、議会との、『意見交換会』を開催します！

<特
に
重
点
を
置
き
た
い
テ
ー
マ
>

1
．地
域
産
業
振
興
・
地
産
地
消
・
特
産
品

2
．農
林
道
維
持
整
備
・
農
業
施
設
維
持
整
備

3
．観
光
の
動
向
と
観
光
振
興

4
．�村
道
改
良
及
び
維
持
整
備
・
高
規
格
道
路
・
公
園
の

維
持
管
理

5
．砂
防
工
事

6
．土
砂
災
害
対
策

7
．上
下
水
道
維
持
整
備
・
下
水
道
加
入
促
進

8
．農
業
集
落
排
水
の
維
持
整
備

※�

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、研
修
等
を
し
な
が
ら
委
員
会
と
し
て

課
題
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

<委
員
会
運
営
に
つ
い
て
>

1
．�閉
会
中
も
含
め
た
委
員
会
の
定
例
開
催

※
必
要
に
応
じ
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

2
．�政
策
提
言
に
つ
な
が

る
調
査
・
研
究

※
適
宜
行
い
ま
す
。

3
．視
察
・
研
修
の
実
施

※�

そ
の
都
度
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

4
．�委
員
会
所
管
課
が
関

係
す
る
機
関
・
団
体
と

の
定
期
意
見
交
換
会

※
観
光
局
、商
工
会
な
ど

こ
れ
ら
の
委
員
会
活
動
を
通

し
て
、提
言
で
き
る
議
会
を

目
指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

日　時　10月29日（日）午後1時30分～4時30分まで
　　　　（時間に追われないよう、ゆったりの３時間にしてあります）

場　所　ふれあいセンター ２階学習室 （役場駐車場横）
まだ詳細は固めていませんが、全体意見交換と、いくつかのグループに分かれた意見交換を行います。意見が出やすい
ように工夫する予定です。９月定例会後に詳細をさまざまな媒体でお知らせします。

あなたのご意見をお聴かせください！
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現
場
視
察

3
村
研
修
会

白馬リサイクルセンター計画が具体化し設計段階へ

グリーンシーズン期の目玉に育てたい
岩岳マウンテンバイク観光、青鬼伝統的建築物群を視察

６
月
議
会
最
終
日
、ご
み
処
理
広
域
化
の

一
環
で
建
設
さ
れ
る（
仮
称
）白
馬
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
建
設
予
定
地
を
視
察
し

ま
し
た
。

場
所
は
、
現
在
の
白
馬
山
麓
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
道
を
挟
ん
で
反
対
側
、「
ふ
れ
あ
い

の
杜
公
園
」の
一
部
を
使
っ
て
建
設
さ
れ
ま

す
。完

成
す
れ
ば
、分
別
し
た
資
源
ご
み
は
平

日
い
つ
で
も
無
料
で
出
せ
、焼
却
ご
み
は
現

在
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
試
行
し
て
い
る
よ
う
に
、

指
定
ご
み
袋
に
よ
り
持
ち
込
ん
で
パ
ッ
カ
ー

車
に
積
み
替
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

平
成
30
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
計

画
を
具
体
化
し
て
い
ま
す
が
、出
来
る
だ
け

早
期
の
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

7
月
7
日
、
三
村（
松
川
、
小
谷
、
白
馬

村
）議
員
交
流
会
を
白
馬
で
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
交
流
会
は
、近
隣
の
同
じ
人
口
、

財
政
規
模
の
中
で
村
内
の
出
来
事
や
行
政

事
業
、議
会
運
営
等
の
情
報
交
換
で
す
。

以
前
は
、
プ
レ
ー
中
で
も
交
流
、
対
話

が
し
や
す
い
と
の
事
で
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

が
主
流
で
し
た
が
、
最
近
は
、
各
地
域
の

動
き
や
活
動
を
知
り
た
い
、学
び
た
い
と

の
意
見
も
あ
り
ホ
ッ
ト
な
現
場
で
話
を
聞

く
視
察
研
修
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
期
の
目

玉
に
育
て
た
い
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
観
光
に

関
連
し
て
、岩
岳
ス
キ
ー
場
の
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
、
ゆ
り
園
事
業
。
ま
た
伝
統
的

建
築
物
群
保
存
事
業
を
継
続
し
て
い
る
青

鬼
地
区
を
視
察
し
、
村
の
特
産
品
、
紫
米

栽
培
と
棚
田
の
維
持
活
動
な
ど
も
併
せ
て

関
係
者
か
ら
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

白
馬
観
光
開
発（
株
）岩
岳
本
部
、青
鬼

地
区
の
関
係
者
の
み
な
さ
ん
、丁
寧
な
ご

説
明
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松川、小谷、白馬　三村議員交流会

ご意見を
お寄せください。
85-0725（直通）

72-7001（ファックス）

議会傍聴においでください
次の定例会は　9月　　本会議はユーテレ白馬でご覧いただけます

むらの未来が見える
（6月定例会の傍聴者延べ 23人）

表紙の写真説明
5月27日に行われた開山祭で、白馬高校山岳同好会のメン
バーは駐車場整理などのボランティアを行い、その後大雪
渓までトレッキングをしました。同行した林信之山案内人
から雪渓での注意点など、山に関する指導を受けました。
この地からのプロを育てる一歩と大いに期待しています。

平成29年度　当初予算　歳入
その他

2億8115万円
4.3%

村税
13億 8707万円

21.2%
地方譲与税等
2億7395万円

4.2%

地方交付税
16億9267万円

25.8%

国庫支出金
3億9844万円

6.1%

県支出金
2億8088万円

4.3%

寄附金
1億円
1.5%

繰入金
4億6025万円

7.0%

繰越金
3000万円
0.5%

村債
16億 5060万円

25.2%

平成29年度　当初予算　歳出
議会費

7712万円
1.2%

総務費
8億9413万円
13.6%

民生費
11億 2280万円

17.1%

衛生費
10億 7504万円

16.4%

農林業費
2億0221万円

3.1%
観光商工費

2億4484万円
3.7%

土木費
9億8228万円
15.0%

消防費
2億1574万円

3.3%

教育費
11億 2195万円

17.1%

公債費
5億1059万円

7.8%

その他
1億0831万円
1.7%

4
月
発
行
の
議
会
報
1
2
0
号

2
ペ
ー
ジ
の
予
算
の
グ
ラ
フ
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。正
し
い
数
字
は
左
記
グ
ラ
フ
の
青

の
部
分
に
な
り
ま
す
。訂
正
し
て
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

訂 正

青鬼地区の歴史を学ぶ
お善鬼の館
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この地から、育て！プロの山岳ガイド
大雪渓で白馬山案内人組合役員の林さんから
指導を受ける白馬高校山岳同好会メンバー

この地から、育て！プロの山岳ガイド
大雪渓で白馬山案内人組合役員の林さんから
指導を受ける白馬高校山岳同好会メンバー

編

集

後

記

白馬村に移り住んで
山本　拓真白馬町

四季を楽しめる白馬
屋田　翔太エコーランド

白馬村はとにかく季節感を楽しむ
ことの出来る地域だと思う。いつで
もカメラを持ち歩いている事がライ
フスタイルの自分にとっては、毎日
が撮影日和で景色が次から次に変わ
り飽きの来ない日々を過ごすことが
できている。

基本は白馬を拠点に生活している
のだが、8年間は仕事の関係で白馬
の四季を感じることができなかった。

昨年は久しぶりに年間を通して生
活することができ、どの季節もその
季節に応じた楽しみ方があるのだと
改めて感じ、充実した 1 年だった。
他地域で仕事をし、一時的に生活を
していたからこそ、より白馬の良さ
を感じることができたと思う。

この様な背景があり観光業に携わ
る自分は、更に白馬の観光が盛り上
がるように、この季節感を活用した
楽しみ方や遊び方を発信することで、
より多くの方に白馬に魅力を感じて
頂き訪れてもらえるように頑張りたい。

トレイルランへの想い
　丸山　修一郎八方

9 月 10 日に「第 7 回白馬国際トレ
イルラン」が開催されます。私は実
行委員会メンバーとして参加してい
ます。

昨年は、RUNNETという日本最大
ランニングポータルサイトで、年間
300 大会といわれるトレラン大会の
中でレポート評価1位を頂戴しまし
た。大会運営には多くの人員が必要
ですが、中でも白馬中学校は生徒70
名ほどが参加してくださり、選手や
大人のボランティアスタッフから「中
学生の対応や働きが素晴らしい！」と
多くのコメントを頂きました。

また選手やスタッフの参加理由も
「白馬で開催されるから」「白馬の為
に力になりたい」とのコメントが多数
あり、この村を想う気持ちで大会が
成り立ち、その思いが先述の評価に
繋がることができたと感じています。

今大会も訪れる多くの方の為に「絶
景」を感じられるものに作り上げた
い思いです。

私が白馬村に移り住み、早いもの
で７年が経ちます。生まれは東京都
多摩市。東京とはいえ多摩丘陵の並
びにあり、自然に触れながら育ちま
した。

薬の道に入り、「中医学」に出会い、
学ぶうちに先生から「健康のために
は季節・旬のものを大事にしなさい」
と言われました。東京にいた時はピ
ンとこなかったのですが、ここに来
たらそれがよくわかりました。

白馬村は風景もそうですが、食事に
おいても四季・旬があります。そして、
それが生活に密着しているのです。そ
う思ったら、村の皆様が元気でいるこ
とや、長野県は長寿県という事にも納
得がいきました。

自然豊かな環境で生活し、子供を
育て、村の皆様の健康に携われる仕
事ができる事をうれしく思います。
白馬村、ありがとう。これからも私
の立場から見える村の良さを見つけ、
発信していきたいと思います。

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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4
月
の
一
般
選
挙
後
に
新
し
い

議
員
が
選
出
さ
れ
て
、
議
会
報
の

編
集
委
員
会
も
新
し
い
体
制
に
な

り
、
初
め
て
の
議
会
だ
よ
り
と
な

り
ま
し
た
。

若
い
世
代
が
政
治
に
無
関
心
で

あ
る
こ
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と

で
す
が
、
若
い
世
代
が
政
治
に
興

味
を
持
つ
、
参
画
し
て
い
く
、
そ

の
た
め
に
は
私
た
ち
議
員
が
情
報

を
発
信
し
て
い
く
、
議
会
の
透
明

化
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

若
い
人
が
一
人
で
も
多
く
「
白

馬
議
会
だ
よ
り
」
を
手
に
取
り
、

村
議
会
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
い
つ
つ
、
私
た
ち
編
集

委
員
も
力
を
合
わ
せ
て
、
村
民
の

皆
様
か
ら
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ

り
を
作
っ
て
参
り
ま
す
。
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田
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